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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第71期
第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日

自　平成29年10月１日
至　平成30年６月30日

自　平成28年10月１日
至　平成29年９月30日

売上高 (千円) 7,703,000 7,516,400 10,898,345

経常利益 (千円) 1,004,759 458,735 1,389,441

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 706,978 283,473 942,675

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 687,797 287,232 941,551

純資産額 (千円) 5,594,620 6,129,943 5,996,496

総資産額 (千円) 12,625,631 14,838,100 13,116,562

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 43.48 17.48 58.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 44.3 40.3 44.6
 

 

回次
第71期
第３四半期
連結会計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 2.75 △10.76
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、当第３四半期連結会計期間より、平成30年４月16日に設立した IMV TECHNO VIETNAM CO.,LTD を連結の範囲

に含めております。これにより、連結子会社の数は11社から12社となっております。

なお、当社グループの事業は振動に関する単一セグメントであるため、セグメントの名称に関する記載を省略して

おります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油価格や人件費上昇に伴うコスト増による下振れリスクが

あるものの、堅実な雇用・所得情勢を背景に個人消費は緩やかに回復し、企業の生産活動も回復基調が続いていま

す。海外経済におきましては、米国による通商政策やこれに対する各国の報復関税導入など不透明さは残るもの

の、米国における個人消費や設備投資が好調である事に加え、欧州でも製造・非製造業ともに企業業況は堅調さを

維持しています。

このような環境の中、当社グループは、前連結会計年度にイギリスにて設立した1G DYNAMICS LIMITEDによるメ

ンテナンスサービスの充実に加えて、自動車業界向け空冷式振動試験装置及び航空宇宙業界向け水冷式振動試験装

置の世界最大級モデルを販売開始及びテストラボ導入を行う等、顧客獲得のための様々な取組みを進めてまいりま

した。

しかしながら、国内の振動シミュレーションシステム事業における売上高の伸び悩み等により、当社グループの

売上高は7,516百万円(対前年同四半期比2.4％減)となりました。利益面では減収や円高による為替影響等により、

経常利益が458百万円(対前年同四半期比54.3％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は283百万円(対前年同四

半期比59.9％減)となりました。

 
品目別の営業の概況は次のとおりであります。

①振動シミュレーションシステム

国内において、自動車関連業界及び電機電子業界を中心に温湿度・振動複合環境シミュレーションシステム及

び多軸シミュレーションシステムの受注が堅調に推移しました。さらに海外においても、欧州向け省エネ型振動

シミュレーションシステムや韓国向け温湿度・振動複合環境シミュレーションシステムの売上が計上されまし

た。しかしながら、前連結会計年度の一時的な受注低迷に伴う影響等により、売上高は5,416百万円（対前年同四

半期比6.5％減）となりました。

②テスト＆ソリューションサービス

名古屋テストラボにおいて自動車関連の受注が好調であり、さらに大阪テストラボにおいても中小型機の順調

な稼働により前年同四半期を上回る結果となりました。以上の結果、この品目の売上高は1,212百万円(対前年同

四半期比3.6％増)となりました。

③メジャリングシステム

第２四半期連結会計期間に引き続き、電力会社向け大型振動監視装置の受注が継続したことに加え、国内、海

外とも地震計売上が伸長したことにより、この品目の売上高は887百万円(対前年同四半期比19.7％増)となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産は前連結会計年度末と比べ1,721百万円増加し、14,838百万円となりま

した。流動資産は、前連結会計年度末と比べ702百万円増加し、8,892百万円となりました。この主な要因は、原材

料の増加473百万円、電子記録債権の増加132百万円があったことによるものであります。固定資産は、前連結会計

年度末と比べ1,019百万円増加し、5,945百万円となりました。この主な要因は、建設仮勘定の増加554百万円と工具

器具備品の増加234百万円及び土地の増加319百万円があったことによるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末と比べ1,588百万円増加し、8,708百万円となりま

した。流動負債は、前連結会計年度末と比べ1,385百万円増加し、7,029百万円となりました。この主な要因は、短

期借入金の増加1,230百万円があったことによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末と比べ202百万円

増加し、1,678百万円となりました。この主な要因は、長期借入金の増加334百万円があったことによるものであり

ます。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末と比べ133百万円増加し、6,129百万円となりま

した。この主な要因は利益剰余金の増加121百万円によるものであります。自己資本比率は前連結会計年度末と比べ

4.3ポイント減少し40.3％となりました。

　

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は321百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 67,820,000

計 67,820,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,957,016 16,957,016
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 16,957,016 16,957,016 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ─ 16,957,016 ─ 464,817 ─ 557,563
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式数)
普通株式 735,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,182,000
16,182 ―

単元未満株式
普通株式

40,016
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 16,957,016 ― ―

総株主の議決権 ― 16,182 ―
 

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式397株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ＩＭＶ株式会社

大阪市西淀川区竹島二丁目６番10号 735,000 ― 735,000 4.34

計 ― 735,000 ― 735,000 4.34
 

(注)　上記株式数には、単元未満株式397株を含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,037,713 1,991,217

  受取手形及び売掛金 ※1  3,448,219 ※1  3,414,705

  電子記録債権 ※1  84,891 ※1  217,631

  製品 236,072 338,756

  仕掛品 1,354,658 1,311,734

  原材料 638,472 1,112,367

  繰延税金資産 148,834 121,715

  その他 255,271 392,536

  貸倒引当金 △13,994 △8,083

  流動資産合計 8,190,140 8,892,581

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,811,067 1,794,136

   土地 1,624,965 1,944,323

   その他 753,844 1,481,798

   有形固定資産合計 4,189,877 5,220,258

  無形固定資産   

   のれん 348,497 305,365

   その他 28,393 40,310

   無形固定資産合計 376,891 345,675

  投資その他の資産 359,654 379,585

  固定資産合計 4,926,422 5,945,519

 資産合計 13,116,562 14,838,100

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  1,620,864 ※1  1,553,858

  電子記録債務 ※1  805,309 ※1  951,407

  短期借入金 1,570,000 2,800,000

  1年内返済予定の長期借入金 383,528 363,304

  未払金 283,126 520,445

  未払費用 381,344 324,138

  未払法人税等 273,185 26,242

  製品保証引当金 114,917 79,000

  その他 212,029 411,553

  流動負債合計 5,644,304 7,029,950

 固定負債   

  長期借入金 918,283 1,252,889

  繰延税金負債 37,411 26,502

  長期未払金 192,169 192,169

  資産除去債務 44,762 45,118

  株式報酬引当金 ― 20,580

  その他 283,134 140,948

  固定負債合計 1,475,761 1,678,207

 負債合計 7,120,066 8,708,157
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           (単位：千円)

          前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 464,817 464,817

  資本剰余金 557,563 563,437

  利益剰余金 4,892,647 5,014,035

  自己株式 △161,707 △159,282

  株主資本合計 5,753,320 5,883,007

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 96,243 91,290

  為替換算調整勘定 △743 453

  その他の包括利益累計額合計 95,500 91,743

 非支配株主持分 147,675 155,191

 純資産合計 5,996,496 6,129,943

負債純資産合計 13,116,562 14,838,100
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 7,703,000 7,516,400

売上原価 5,111,798 5,044,654

売上総利益 2,591,201 2,471,746

販売費及び一般管理費 1,761,309 1,995,839

営業利益 829,891 475,906

営業外収益   

 受取利息 315 297

 受取配当金 3,844 2,960

 為替差益 141,010 －

 受取賃貸料 31,590 31,415

 雑収入 18,498 17,312

 営業外収益合計 195,258 51,984

営業外費用   

 支払利息 11,577 12,609

 為替差損 － 50,362

 雑損失 8,813 6,183

 営業外費用合計 20,390 69,156

経常利益 1,004,759 458,735

特別損失   

 固定資産除却損 744 144

 特別損失合計 744 144

税金等調整前四半期純利益 1,004,015 458,590

法人税、住民税及び事業税 266,405 150,316

法人税等調整額 30,630 10,864

法人税等合計 297,036 161,180

四半期純利益 706,978 297,410

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 13,937

親会社株主に帰属する四半期純利益 706,978 283,473
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 706,978 297,410

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 31,459 △4,953

 為替換算調整勘定 △50,641 △5,224

 その他の包括利益合計 △19,181 △10,177

四半期包括利益 687,797 287,232

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 687,797 279,716

 非支配株主に係る四半期包括利益 － 7,516
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　(連結の範囲の重要な変更)

　当第３四半期連結会計期間より、平成30年４月16日に設立した IMV TECHNO VIETNAM CO.,LTD を連結の範囲

に含めております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 期末日満期手形等の会計処理については、実際の手形交換日、もしくは決済日に処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度

 （平成29年9月30日）

当第３連四半期結会計期間

 （平成30年６月30日）

受取手形 81,410千円 191,955千円

電子記録債権 3,227  56,694  
支払手形 112,176  95,699  
電子記録債務 146,031  28,908  

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 270,559千円 334,781千円

のれんの償却額 6,277 30,751 
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月22日
定時株主総会

普通株式 114,395 7.00 平成28年９月30日 平成28年12月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月22日
定時株主総会

普通株式 162,085 10.00 平成29年９月30日 平成29年12月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ＩＭＶ株式会社(E02352)

四半期報告書

12/15



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社及び連結子会社の事業は振動に関するシミュレーションシステムの製造・販売及び振動試験の受託並びに

メジャリングシステムの製造・販売であり、その事業全てが振動に関する単一事業であるため、セグメント情報

は記載しておりません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 43円48銭 17円48銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 706,978 283,473

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

706,978 283,473

    普通株式の期中平均株式数(株) 16,261,674 16,220,618
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成30年８月８日

ＩＭＶ株式会社

取締役会　御中
 

有限責任監査法人　トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　川　　合　　弘　　泰　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　　田　　信　　之　　㊞

 

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＩＭＶ株式会社

の平成29年10月１日から平成30年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成30

年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＩＭＶ株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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